
第１回　　資料８

武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 B

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価 ○ ○

推進
状況

武蔵野地域五大学の協力を得て、自由大学講座
２講座、武蔵野市寄付講座５講座、武蔵野地域
五大学共同講演会６講演会などを実施した。該
当する講座としては、地域自由大学正規科目、
成蹊大学において、「人権とジェンダー」「政
治とジェンダー」「ジェンダーの社会学」「英
語圏文化３２３（ジェンダー）」を実施した。

武蔵野地域五大学の協力を得て、地域自由大学
正規科目のうち、亜細亜大学にて「比較政治
論」「アメリカの政治と外交」、成蹊大学にて
「人権とジェンダー」「政治とジェンダー」
「ジェンダーの社会学」「ジェンダーで読む文
学」他32の科目でジェンダーについて取り上げ
た。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

男女平等推進センター企画運営委員会等と協働
して、講座等を実施し、男女平等意識の啓発を
行った(20企画、参加者延952人、託児延16人)

男女平等推進センター企画運営委員会等と協働
して、講座等を実施し、男女平等意識の啓発を
行った。(22企画、参加者延799人)

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

フォラームを、６～７月に実施した（講演会１
回、講座１回、公募企画２団体、参加者延373
人、託児延6人）。企画・実施は、男女平等推
進センター企画運営委員会が中心となり、関係
団体等と協働して実施した。

男女共同参画フォラームを６月に実施した（講
演会2回、公募企画3団体、参加者延189人）。
企画・実施は、男女平等推進センター企画運営
委員会が中心となり、関係団体等と協働して実
施した。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

情報コーナーの季節の図書コーナーで世界各国
の女性の地位向上に関する取組みをテーマに関
連図書を展示した。

情報コーナーで実施する季節がわりの図書コー
ナーの企画として、男女平等の啓発に関連した
諸外国の絵本を展示したほか、国際男性デーに
関連した図書の展示などを行った。

男女平等推進
センター

継続市民
世界各国の女性の地位向上に
関する取組みを周知する等、
啓発を行う。

国際的理解を深
めるための取組
み

3

2
男女共同参画週
間事業の実施

男女平等推進センター企画運
営委員会が中心となり、関係
団体や市民と協働して男女平
等社会実現のための週間事業
を実施する。

継続 市民
男女平等推進
センター

重点施策　　Ⅰ－１（１）

男女平等の意識啓発

1

男女平等意識の
醸成のための講
座や研修等の開
催

男女平等意識を醸成するた
め、武蔵野地域五大学の協力
を得て開催する講座等をはじ
め、男女平等推進センター等
の各種講座を開催する。

継続 市民

生涯学習ス
ポーツ課

男女平等推進
センター
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主管課
評価 ○ ○

推進
状況

11月ミニトピックス「女性に対する暴力をなく
す運動」中央図書館71冊、吉祥寺図書館51冊、
武蔵野プレイス65冊を展示した。

11月ミニトピックス「女性に対する暴力をなく
す運動」中央図書館68冊、同じく吉祥寺図書館
38冊、武蔵野プレイス66冊を展示。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

120号「第五次男女平等推進計画」、121号「男
性の更年期障害って？」、122号「防災とジェ
ンダー」を特集し発行した。発行ごとに市報や
市ホームページ等で広報するとともに、各種パ
ネル展示で「まなこ」を配架し、認知度を上げ
る取り組みを行った。

123号「家族介護」、124号「見えない貧困」、
125号「何て呼んでいる？」を特集し発行し
た。発行ごとに市報や市ホームページ等で広報
するとともに、各種パネル展示で「まなこ」を
配架し、認知度を上げる取り組みを行った。

男女平等推進
センター

継続市民

第五次男女平等推進計画の課
題に沿ったテーマを取り上げ
る。また、男女平等を推進す
るための情報誌として、より
効果的な発行のあり方や発行
方法について検討する。

男女平等推進情
報誌「まなこ」
の発行と周知

5

4
図書館における
情報提供

男女共同参画週間や女性に対
する暴力をなくす運動に合わ
せ、図書館で特設コーナーを
設置する等啓発に努める。

市民 継続 図書館
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武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 A

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価 ○ ○

推進
状況

講座「多様な性を考える～まわりの大人がこど
もにできること～」を開催し、自分の性別に違
和感を持つこどもに対して、どのような対応が
望ましいか考える講座を実施。（参加9人）

性の多様性について気軽に語れる居場所事業、
「もやっとしゃべりば　「”好き”って何だろ
う？」」を実施した。（参加9人）

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

人権週間に「人権週間(多様な性)の関連図書展
示を行い、意識啓発を図った(中央図書館・吉
祥寺図書館・武蔵野プレイス)。
展示139冊、貸出41冊

人権週間に「人権週間(多様な性)の関連図書展
示を行い、意識啓発を図った(中央図書館・吉
祥寺図書館・武蔵野プレイス)。
展示145冊、貸出32冊

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

作成した「性の多様性理解のための職員ガイド
ブック」を庁内研修時や庁内掲示板を使用し全
庁に周知した。

「性の多様性理解のための職員ガイドブック」
を庁内研修時や職員ポータルサイトにより周知
した。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

人事課と男女平等推進センターが共管で実施す
る研修において、「性の多様性理解のための職
員ガイドブック」について周知した。

人事課と男女平等推進センターが共管で男女平
等推進研修を実施した。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

道徳科や学級活動等において、男女平等等につ
いて取り上げた授業を推進するとともに、学校
によっては、学年の実態を踏まえた生活のきま
りの見直し等を児童会や生徒会中心に行った。

道徳科や学級活動等において、男女が互いに理
解、協力し、高め合うことについて取り上げて
授業を実施した。学年の実態を踏まえ、男女平
等や性の多様性の観点からも適切であるよう、
指導のあり方や生活のきまり等の見直しを進め
ている。

16
男女平等教育の
推進（事業８再
掲）

道徳教育、人権教育を中心と
して、子どもたちに対して、
男女が互いに理解、協力し、
高め合う教育を推進する。ま
た、学校の決まりやルールが
男女平等や性の多様性の観点
から適切であるように努め
る。

市民 継続 指導課

人事課

充実市

「性の多様性理解のための職
員ガイドブック」を活用し、
理解促進のための職員研修等
を実施する。

性の多様性の理
解に向けた取組
み

男女平等推進
センター

15

重点施策　　Ⅰ－３（１）

性の多様性に関する理解の促進

男女平等推進
センター

13
多様な性に関す
る情報発信及び
啓発

情報発信及び啓発（講座の開
催・情報誌発行・ＳＮＳの活
用等）を行い理解促進を図
る。

市
民・
事業
者等

継続
男女平等推進
センター

14
人権週間におけ
る取組み

人権週間に、性の多様性に関
する講演会や図書展示等を実
施する。

市民 継続
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主管課
評価 ○ ○

推進
状況

市人権教育推進委員会では、子どもの権利条例
や学校における男女共同参画の推進のための教
員研修プログラム等の紹介、生命（いのち）の
安全教育の取組例などの研鑽を深めた。

市人権教育推進委員会で、子どもの権利条例や
学校における男女共同参画の推進のための教員
研修プログラム等を紹介した。また、生活指導
主任会で、生命（いのち）の安全教育の取組例
などを示し、市内教員の理解を進めた。

指導課17

人権教育の充実
を図る研修の実
施（事業９再
掲）

市人権教育推進委員会を開催
し、引き続き、研修を行って
いく。児童生徒への人権尊
重・男女平等教育についての
指導の在り方等、市内教員の
理解を深める。

市 継続



第１回　　資料８

武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 B

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価 ○ ○

推進
状況

講座「男性が介護する前に知っておきたいこ
と」を開催し、近年増加しているがまだロール
モデルが少ない男性介護者の役割や課題などに
ついて講演。（参加8人）

講座「家族とつくる、副業時代の暮らしと働き
方」を開催し、新しい働き方と家庭をテーマ
に、講義と参加者同士の対話を行った。（参加
6人）

主管課
評価

○ ○

推進
状況

令和６年すくすくに、都の「パパとママが描く
みらい手帳　生活と仕事の調査を目指して」、
Webサイト「チーム家事・育児」を掲載すると
ともに、むさしのすくすくナビにおいて同様の
発信を行った。

令和７年子育て支援情報誌「すくすく」にて
Webサイト「チーム家事・育児」を掲載すると
ともに、むさしのすくすくナビにおいて同様の
発信を行った。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

他自治体の実践状況を調べるなど情報収集を行
い、情報共有の方法を検討した。

他自治体の実践状況を調べるなど情報収集を行
い、関係部署との情報共有などを行った。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

入庁３年目職員を対象としたキャリアデザイン
研修において、出産・育児に関する各種制度の
説明を行った。また、出産・子育てハンドブッ
クや、介護に関する休暇制度一覧について情報
提供を行った。

入庁３年目職員を対象としたキャリアデザイン
研修において、出産・育児に関する各種制度の
説明を行った。また、出産・子育てハンドブッ
クや、介護に関する休暇制度一覧について情報
提供を行った。

重点施策　　Ⅱ－１（１）

ワーク・ライフ・バランスの推進に向けた普及・啓発

人事課

18

市
民・
事業
者
等・
市

継続

ワーク・ライフ・バランス実
現に向けた理解を深めるた
め、講演会や情報提供等を実
施する。

子ども子育て
支援課

ワーク・ライ
フ・バランスの
推進に向けた講
演会や情報提供
の実施

男女平等推進
センター

産業振興課



第１回　　資料８

武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 B

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価 ○ ○

推進
状況

子育て家庭が歩いて行ける距離に地域子育て支
援拠点が存在しない空白地域について、運営事
業者選定プロポーザルは実施せず、出張ひろば
事業の拡充を行った。吉祥寺南町エリアでは月
２回から４回、西久保エリアでは月２回から３
回にコミセン親子ひろばの回数を増やした。

子育て家庭が歩いて行ける距離に地域子育て支
援拠点が存在しない空白地域について、出張ひ
ろば事業の拡充を行った。吉祥寺南町エリアで
は月２回から４回、西久保エリアでは月２回か
ら４回にコミセン親子ひろばの回数を増やし
た。

主管課
評価

○ ○

推進
状況

地域子育て支援事業として保育所体験や出産を
迎える親の体験学習を実施した。

地域子育て支援事業として保育所体験や出産を
迎える親の体験学習を実施した。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

地域の子育て支援者の養成講座を行うととも
に、地域全体で研修及び情報交換会を行い、多
様な主体による子育て支援の連携及び充実を
図った。
産前・産後支援ヘルパー事業については、支援
が必要な方が円滑に利用できるよう、委託先を
新たに２事業所増やした。

地域の子育て支援者の養成講座を行うととも
に、地域全体で研修及び情報交換会を行い、多
様な主体による子育て支援の連携及び充実を
図った。
産前・産後支援ヘルパー事業については、支援
が必要な方が円滑に利用できるよう、委託先を
新たに２事業所増やした。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

令和６年度の児童福祉法改正を受け、健康課母
子保健係と連携を密にしながら子どもとその家
庭に関するあらゆる相談を受け、子育てに関す
る情報提供や支援を行った。

令和６年度の児童福祉法改正を受け、健康課母
子保健係と連携を密にしながら子どもとその家
庭に関するあらゆる相談を受け、子育てに関す
る情報提供や支援を行った。

子ども家庭支
援センター

29
子育て支援施設
のサービスの充
実

認可保育所における専門職の
活用による相談事業等を実施
する。

継続 市民 子ども育成課

31
子ども家庭支援
センター事業の
機能の充実

子どもとその家庭に関するあ
らゆる相談を受け、子育てに
関する情報提供や支援を行
う。

継続

市
民・
事業
者等

重点施策　　Ⅱ－３（１）

子育て支援施策の充実

子ども家庭支
援センター

30

地域の子育て力
向上・子育て支
援者の育成及び
子育てに関する
心身の負担の軽
減

子育てひろばのスタッフ研修
やボランティア育成、ファミ
リー・サポート・センターに
おけるサポート会員の養成を
行い、施設や団体・関係機関
等のネットワークによる連携
を図る。また、産前・産後の
体調不良等のために家事育児
が困難な妊産婦のいる家庭へ
ヘルパーを派遣し、家事援助
を行う。

継続 市民
子ども家庭支
援センター

28
子育て支援施設
の整備

孤立しがちな子育て家庭を支
援するため、親子の交流の機
会を提供する施設の整備を行
う。

継続
市
民・
市
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主管課
評価 ○ ○

推進
状況

市内３施設で病児・病後児保育を行った。空き
やキャンセル待ち情報について、各施設でホー
ムページやＸ等を利用し、情報発信を行った。

市内３施設で病児・病後児保育を行った。空き
やキャンセル待ち情報について、各施設でホー
ムページやＸ等を利用し、情報発信を行った。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

保育アドバイザー、保育事故防止指導員、保育
総合アドバイザー等による巡回支援、施設に対
する指導検査の拡充、既存の市内保育施設の職
員を対象とした全体研修等を実施した。個人立
幼稚園の認定こども園への移行の支援を行い、
幼稚教育を行う社会資源の維持を図るととも
に、保育認定定員９名を新たに設定した。

保育アドバイザー、保育事故防止指導員、保育
総合アドバイザー等による巡回支援、施設に対
する指導検査の拡充、既存の市内保育施設の職
員を対象とした全体研修等を実施した。
第六次子どもプラン武蔵野及び保育需要等を踏
まえ、子育て家庭の多様な保育ニーズに応える
ため、令和８年度入所から市立保育園（南保育
園を除く）の０歳児定員を変更することを決定
した。０歳児クラスから１歳児クラスへ進級す
る児童が減少することにより、令和９年度か
ら、市立保育園で１歳児から入所できる児童が
30人から39人へ増加させることとした。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・館長を中心として推進会議の定期的な実施、
各種イベントの運営、学校との定例ミーティン
グ等を行った。
・アドバイザーを派遣して職員の業務上の悩み
に対応し、職員のスキルアップを図った。
・学童クラブ保護者アンケートを実施するとと
もに、三小・五小・本宿こどもクラブを対象に
第三者評価を実施した。
・一小、五小の児童増対策を行った。

・館長を中心として推進会議の定期的な実施、
各種イベントの運営、学校との定例ミーティン
グ等を行った。
・アドバイザーを派遣して職員の業務上の悩み
に対応し、職員のスキルアップを図った。
・学童クラブ保護者アンケートを実施するとと
もに、四小・大野田・境南・千川こどもクラブ
を対象に第三者評価を実施した。
・大野田、境南の児童増対策を行った。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

武蔵野市放課後等デイサービス等施設開設準備
補助を継続して実施し、事業所開設への支援を
実施した。
令和６年度補助事業者：２事業者

武蔵野市放課後等デイサービス等施設開設準備
補助を継続して実施し、事業所開設への支援を
実施した。
令和７年度補助事業者：３事業者

障害者福祉課

34
児童施設の機能
の充実

地域子ども館（あそべえ・学
童クラブ）等で子どもたちが
安全に過ごせるように、環境
や施設の整備により地域での
子育て支援の機能を充実させ
る。

継続 市民 児童青少年課

35
障害児の放課後
対策の充実

障害児を対象とした放課後等
デイサービス事業所等の参入
を促進して基盤整備を図る。

継続
事業
者等

子ども育成課

32
病児・病後児保
育の拡充

病児・病後児をはじめとする
様々な保育ニーズへの対応を
推進する。

継続 市民 子ども育成課

33

保育の質の向上
に向けた取組み
の推進と希望す
る保育施設へ入
所できる環境の
整備

施設の取組みに対する総合的
な支援等により保育の水準を
高めるとともに、各保育施設
内の利用定員の調整を含め、
希望する保育施設へ入所でき
る環境の整備を進める。

新規 市民



第１回　　資料８

武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 C

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価

○ ○

推進
状況

庁内推進会議（幹事会）にて、各種委員会への
女性参画状況について確認し、参画促進を依頼
した。また、各課に参画状況調査を実施する際
に数値目標を周知した。

庁内各課に数値目標を周知し、委員構成に留意
するよう呼びかけるとともに、庁内推進会議に
おいて各種委員会への女性の参画状況を確認
し、参画促進について依頼した。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

男女平等推進センターが実施した調査に協力し
た。

男女平等推進センターが実施した調査に協力し
た。

主管課
評価 △ ○

推進
状況

入庁３年目職員を対象としたキャリアデザイン
研修において、出産・育児に関する各種制度の
説明を行うとともに、入庁10年目程度の職員を
対象としたキャリア面談を行うなど、キャリア
形成における支援を行った。希望者が女性管理
職の話を直接聞くランチミーティングを試行で
実施した。

入庁３年目職員を対象としたキャリアデザイン
研修において、出産・育児に関する各種制度の
説明を行うとともに、入庁10年目程度の職員を
対象としたキャリア面談を行うなど、キャリア
形成における支援を行った。希望者が女性管理
職の話を直接聞くランチミーティングを実施し
た。また、課長職昇任資格認定制度試験におけ
る択一試験を廃止したことにより、より受験の
しやすい試験制度へと改正を行った。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

令和６年度の女性の校長・副校長の割合は、36
名中８名で22.0％だった。

令和７年度の女性の管理職選考の受験数は、校
長職候補者選考２名、教育管理職選考３名。受
験者に占める女性の割合は、40.0％と37.5％
だった。

42
女性教員の管理
職試験受験の推
奨

女性教員の管理職選考の受験
を推奨する。

継続 市

人事課

指導課

総務課

継続

市が設置する各種委員会の委
員構成を男女いずれの性も
40％以上とするよう女性委員

の参画を促進する。

41
女性職員の活躍
の推進

女性職員のキャリア形成を支
援するため、キャリアロスの
防止や環境整備を進め、管理
職挑戦への動機付けとなるよ
う、女性活躍に関する研修や
講演会の実施、効率的に働く
ためのノウハウ共有、マネジ
メント力向上を支援する。

充実 市

重点施策　　Ⅱ－４（１）

政策・方針決定の場への女性の参画促進

40

男女平等推進
センター

市

市役所内の審議
会等における女
性委員の割合の
向上



第１回　　資料８

武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 B

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価

○ ○

推進
状況

女性総合相談：毎月第１土曜13時～15時50分、
第２金曜18時～20時50分、第３月曜14時～15時
50分、第４火曜９時～11時50分（76件）。
女性法律相談：毎月第１土曜９時～11時50分
(22件)。

女性総合相談：毎月第１土曜13時～15時50分、
第２金曜18時～20時50分、第３月曜14時～15時
50分、第４火曜９時～11時50分（79件）。うち
12月以降の第３月曜日の枠をオンライン用に設
定して試行（6件）
女性法律相談：毎月第１土曜９時～11時50分
(27件)。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・令和６年11月25日に実務担当者会議、令和７
年３月19日に庁内連絡会議（書面開催）を実施
し、関係部署に情報共有や研修を行った。
・被害者の状況を踏まえ、適宜適切に庁内関係
部署及び庁外関係機関と連携し、支援を実施し
た。

・令和７年11月４日に実務担当者会議を実施
し、関係部署に情報共有や研修を行った（庁内
連絡会議については令和８年４月２日に書面開
催にて実施した。）。
・被害者の状況を踏まえ、適宜適切に庁内関係
部署及び庁外関係機関と連携し、支援を実施し
た。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・多文化共生・交流課にて実施している翻訳機
の貸出を利用し、可能な限り相談者が母国語で
相談出来るように対応した。

・多文化共生・交流課にて実施している翻訳機
の貸出利用や、武蔵野市国際交流協会（MIA）
の外国人相談につなぐなど、可能な限り相談者
が母国語で相談できるよう対応した。

52
配偶者暴力に関
する相談体制の
整備

子ども家庭支援センターへ相
談員を配置し、女性総合相談
窓口等庁内の関係部署や庁外
の関係機関と連携して被害者
に対する相談支援を実施す
る。

継続

53
配偶者暴力に関
する外国人相談
者の情報保障

相談者の年齢、国籍、障害の
有無にかかわらず相談を受け
やすい体制を整備するため、
関係課と調整・連携する。

継続 市民
子ども家庭支
援センター

重点施策　　Ⅲ－１（２）

相談事業の充実

市
子ども家庭支
援センター

51
女性相談窓口の
実施

健康、法律、家庭相談等の担
当部署との連携を強化して問
題の迅速な解決を図る。利用
しやすい総合相談窓口機能を
整備する。また、情報セキュ
リティを考慮し、オンライン
相談の導入を検討する。

継続 市民
男女平等推進
センター
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主管課
評価 ○ ○

推進
状況

市役所や市政センター、コミュニティセンター
等で相談カードを配架し、周知を行った。
また、市ＨＰや市報等で広報を行うとともに、
講座等において相談カードを配布し、周知を
図った。

市役所や市政センター、コミュニティセンター
等で相談カードを配架し、周知を行った。
また、市ＨＰや市報等で広報を行うとともに、
講座等において相談カードを配布し、周知を
図った。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・市ホームページで相談窓口を周知した。 ・市ホームページで相談窓口を周知した。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

東京都ウィメンズプラザの男性のための相談に
ついて案内を配架し、HPや相談カード等でも情
報提供を行った。

東京都ウィメンズプラザの男性のための相談に
ついて案内を配架し、HPや相談カード等でも情
報提供を行った。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

男女平等推進センターと子ども家庭支援セン
ターの担当職員や相談員を交え、女性総合相談
や女性法律相談の実施状況に関する情報を共有
し、市の相談傾向について情報交換を行った。

男女平等推進センターと子ども家庭支援セン
ターの担当職員や相談員を交え、女性総合相談
や女性法律相談の実施状況に関する情報を共有
し、市の相談傾向について情報交換を行った。

男女平等推進
センター

55
男性のための相
談に関する情報
提供

男性からの家庭や夫婦関係に
関する相談等については東京
都ウィメンズプラザ等の適切
な相談窓口の情報提供を行
う。

継続 市民
男女平等推進
センター

56
相談事業の成果
を他の事業へ生
かす体制づくり

相談によって表面化する問題
点を全庁的な問題として取り
上げ、関係部課の取組みを推
進する。

継続 市

子ども家庭支
援センター

市民継続

配偶者暴力被害者の早期相談
を促すため、相談窓口を周知
するためのカードを市内公共
施設等のトイレに貼付・配布
する。幅広い相談につなげる
ため、医療・民生委員等関係
機関への窓口等の周知を図
る。

配偶者暴力に関
する相談窓口の
周知

男女平等推進
センター

54



第１回　　資料８

武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 B

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・子ども家庭支援センターへ女性相談支援員を
配置し、庁内関係部署や庁外関係機関と密に連
携して困難な問題を抱える女性に対する相談、
支援を実施した。相談者の立場に寄り添い、丁
寧な対応に努めた。

子ども家庭支援センターへ女性相談支援員を配
置し、女性総合相談窓口等庁内の関係部署や民
間団体を含む庁外の関係機関と連携して困難な
問題を抱える女性に対する相談、支援を実施し
た。相談を受けるにあたっては、被害者の精神
的な安定や二次被害の防止を図るため、相談員
による同行支援等を実施し、被害者の立場に
立った支援に努めた。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・東京都等が実施する研修会等に女性相談支援
員が積極的に参加し、支援スキルの向上を図っ
た。

・東京都等が実施する研修会等に女性相談支援
員が積極的に参加し、支援スキルの向上を図っ
た。

重点施策　　Ⅲ－３（２）

推進体制の整備

子ども家庭支
援センター

72

困難な問題を抱
える女性に対す
る相談支援体制
の整備

子ども家庭支援センターへ女
性相談支援員を配置し、女性
総合相談窓口等庁内の関係部
署や民間団体を含む庁外の関
係機関と連携して困難な問題
を抱える女性に対する相談、
支援を実施する。相談を受け
るにあたっては、被害者の精
神的な安定や二次被害の防止
を図るため、相談員による同
行支援等を実施し、被害者の
立場に立った支援に努める。

新規 市民
子ども家庭支
援センター

73
女性相談支援員
に対する研修の
充実

女性相談支援員は東京都等が
実施する研修会等へ積極的に
参加し、支援スキルの向上を
目指す。

新規 市



第１回　　資料８

武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 A

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・計画に基づき、引き続き体系的に相談・支援
を行った。

・計画に基づき、引き続き体系的に相談・支援
を行った。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・児童扶養手当、児童育成手当、ひとり親家庭
等医療費助成、ひとり親家庭等住宅費助成等に
よる支援を実施した。

・児童扶養手当、児童育成手当、ひとり親家庭
等医療費助成、ひとり親家庭等住宅費助成等に
よる支援を実施した。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・必要な家庭に各種福祉資金の貸付を行った。 ・必要な家庭に各種福祉資金の貸付を行った。

主管課
評価

○ ○

推進
状況

就学援助により経済的な支援を行った。 就学援助により経済的な支援を実施。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・就職希望者に対し自立支援プログラムを策定
し、ハローワークと連携して就職支援を行っ
た。

・就職、転職希望者に対し、自立支援プログラ
ムを策定し、ハローワークと連携し就職支援を
行った。

主管課
評価

○ ○

推進
状況

生活困窮世帯の自立支援のため、自立相談支援
機関（武蔵野市福祉公社）につなぎ、伴走型の
相談支援を行った。
　自立相談支援実績　延1,853件

生活困窮世帯の自立支援のため、自立相談支援
機関（武蔵野市福祉公社）につなぎ、伴走型の
相談支援を行った。
　自立相談支援実績　延2,298件

子ども子育て
支援課

生活福祉課

市民継続

ハローワークと連携した求職
者支援や、職業訓練・求職・
就業時におけるホームヘルプ
サービスの提供等により就労
に向けた支援を行う。また、
生活困窮世帯の自立支援のた
め、伴走型の相談支援を行
う。

ひとり親家庭等
への自立支援

子ども家庭支
援センター

76

市
子ども家庭支
援センター

子ども家庭支
援センター

重点施策　　Ⅲ－４（１）

ひとり親家庭等への支援

75

74
ひとり親家庭の
自立促進計画の
見直し

ひとり親家庭へ効果的な支援
を行うため、第六次子どもプ
ラン武蔵野の策定時に計画の
見直しを行う。

継続

教育支援課

市民継続
各種の手当、助成、福祉資金
の貸付、就学援助により経済
的な支援を行う。

ひとり親家庭へ
の経済的支援
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主管課
評価 ○ ○

推進
状況

・家庭訪問による学習・生活支援事業を実施し
た。

・家庭訪問による学習・生活支援事業を実施し
た。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

サポート型及び教室型の学習支援事業により生
活困窮者への学習支援を行った。
　　サポート型　２教室　延372回
　　教室型　３教室　延483回実施

サポート型及び教室型の学習支援事業により生
活困窮者への学習支援を行った。
　　サポート型　２教室　延335回
　　教室型　３教室　延372回実施

77
生活福祉課

市民継続
家庭訪問による学習・生活支
援及び補習教室での学習支援
を行う。

ひとり親家庭等
の子どもへの学
習・生活支援

子ども家庭支
援センター
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武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 B

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価 ○ ○

推進
状況

講座「幸せに生きるための性の学び～思春期と
家族～」子が性について学びとれる環境を作り
「育む」ために、周囲の大人が思春期の性につ
いて講演（参加33人）

講座「思春期男子の性」について助産師に聞い
てみよう」を開催し、思春期の男の子の身体や
心の特徴、親の心構えなどについて講演。（参
加28人）

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

市立保育園１園、子ども協会保育園１園におい
て、男女平等に関する出前講座を受講した。

市立保育園１園、子ども協会保育園１園におい
て、男女平等に関する出前講座を受講した。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

小学校では、体の発育、発達や思春期の体の変
化等を肯定的に受け止めることの大切さを、中
学校では教科書を活用し、生殖に関わる機能の
成熟について指導した。また、子どもが性犯罪
や性暴力の加害者、被害者、傍観者にならない
よう生命（いのち）の安全教育を計画的に推進
した。

小中学校では、体の発育、発達や思春期の体の
変化等を肯定的に受け止めることの大切さを指
導した。また、子どもが性犯罪や性暴力の加害
者、被害者、傍観者にならないよう生命（いの
ち）の安全教育を計画的に実施した。

男女平等推進
センター

指導課

92

重点施策　　Ⅲ－５（２）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する啓発

91

リプロダクティ
ブ・ヘルス／ラ
イツに関する情
報提供や啓発

リプロダクティブ・ヘルス／
ライツに関する情報提供や啓
発を行う。

継続 市民

子ども育成課

市民充実

保育の中で自分の体の大切さ
を伝える取組みを行う。小学
校での保健、中学校での保健
分野等の学習とも関連させ
て、人権教育の視点に立った
性に関する適正な指導を行う
よう、周知・徹底する。

発達の段階や子
どもの実態に応
じた性に関する
指導の実施（事
業11再掲）



第１回　　資料８

武蔵野市第五次男女平等推進計画　令和７年度推進状況評価シート

１．男女平等推進審議会による評価 凡例：A順調である　B概ね順調である　C課題がある　D不十分である

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

評価 A

２．事業推進状況 凡例：○予定通り進捗あり　△進捗あるが遅れ・課題あり　□検討中　×進捗なし　◎完了　ー中止

No 事業名 内容 区分 対象者 主管課 年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度
主管課
評価 ○ ○

推進
状況

庁内推進会議（幹事会）及び男女平等推進審議
会において施設の目的・役割、事業、施設等に
ついて現状及び課題、今後の方向性について整
理した。令和７年度末まで検討を行うこととし
ている。

庁内推進会議及び男女平等推進審議会において
センターの目的・役割、事業、施設、体制につ
いて現状及び課題、今後の方向性について整
理・検討を行った。

主管課
評価 ○ ○

推進
状況

講座終了時に、男女平等推進センターの各種お
知らせ(講座・相談事業・図書情報等)の情報提
供を行った。

講座終了時に、男女平等推進センターの各種お
知らせ(講座・相談事業・図書情報等)の情報提
供を行った。

重点施策　　Ⅳ－１（４）

男女平等推進センター「ヒューマンあい」の充実

男女平等推進
センター

100

男女平等推進セ
ンター「ヒュー
マンあい」の機
能充実

「男女平等推進センター条
例」制定から10年を迎えるた
め、これまでセンターの果た
してきた役割を検証し、今後
の課題・方向性について整理
を行い、機能充実を図る。

充実 市
男女平等推進
センター

101
講座修了者の
フォローアップ
支援

男女平等推進センター
「ヒューマンあい」の講座の
参加者に、関連図書を紹介す
る、団体活動の情報提供を行
う等、フォローアップを図
る。

継続 市民


